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Abstract: Vocal responses of infants aged 2-3 months were analyzed. It was showed that
infants could imitate some words uttered by their ｍｏtheｒ、This suggests thaレeven very
young infant has enough ability for acquiring language.　゛I･
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　かって、人間と他の動物を区別する３大特徴として。
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　　　　２足歩行
　　　　言語の使用　し
が主張されたことがあった。現在、チンパンジー等霊長類の研究やクジラやイルカ、あるいは鳥類
や昆虫の研究等から、上記の３つの行動が人間にのみ観察されるわけではないことが明らかになり
つつある。とはいえ、３つの行動のどれも、人間においで圧倒的に高度な発達をどげており、人間
を特徴づける行動となっていることは疑いない。特に、最後の言語の使用に関しては、それがひと
が生きていく中で果たす役割を考えるとき、その重要性はきわめて大きい。ことばは、他者とのコ
ミュニケーションの道具であるばかりでなく、思考を支えるもっとも重要な道具であり、また、世
代間の知識の伝達蓄積により可能となった技術発達を支える道具である。学校教育などは、まさに
言葉による知識の伝授にはかならないが、このようなシステムを所有している生物は他にない。そ
して、わたしたちは、ことばにより、現前する世界を離れて思索をめぐらし、見たことのないもの
を想像したり語ることさえできる。デカルトは、「われ惟う、故にわれ在り」といったが、このと
き思ったのはもちろん言葉によってである。　　　　　　　■　　■　■
　このように、ことばというものはひとにとって大変な重要性を持っている一方で、生後すぐに完
全な形で出現するわけではなく、その後の経験や教育によって少しずつ獲得されていく。しかし、
病気などで脳に傷害が起きたときに言語能力が損なわれたり、大や猫等を訓練してもことばを話せ
るようになるわけではないことを考えると、当然、ひとの言語行動を可能にしている能力とは何か、
という議論が生じてくる。
　従来、発達心理学では、こどものことばの出現を認知的な成熟との関連でとらえることが多かっ
た。すなわち、シンボルの形成、概念の成立、対象の永続性の獲得等である。これらを受けて１才
前後にことばが出現すると考える意見が多い。
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　言語は、コミュニケーショ･ンや思考、教育等人間の行動のさまざまな側面に関わってくるもので
ある。しかし、言語行動は、その成り立ちをみれば、音声を介した他者とのコミュニケーション行
動が、なによりもその出発点として考えられるべきである。それは、こどもがことばを獲得してい
くプロセスについても同じである。乳児は、いわゆる初語が出現する以前から、泣き声や音声を通
じてすでに周囲の他者とのコミュニケーションを持とうとしており、それが後の言語獲得につなが
ると考えられる。yこのような立場から、乳児の音声分析による発話行動を研究している。研究はま
だ始まったばかりの段階であるが、本稿で簡単に紹介したい。
　筆者の研究では、２ヶ月という非常に早い段階で、母親の発話をある程度模倣可能であることを
明らかにするのが目標である。一方、音声を通じて周囲の大人、特に母親とどのように関わってい
るか、それを音声模倣に関して調べた研究もいろいろ報告されだしているが、これらの研究と本研
究は次の２点において異なっている。
　１　従来の研究は、自然な状態での母子のやりとりの中で出現した音声を分析し、そこにどちら
かの側からの模倣反応が存在するかどうかを調べているめに対し、本研究は模倣させようという意
図のもとに、特定の音声を繰り返し提示してそれに対する被験児の反応を分析する。
　２　従来の研究では、母音あるいは子音十母音の単音節の音の模倣が主であり、複音節の日常語
の模倣についての研究はない。
　本研究でめざすように、２ヶ月見でも複音節の語が発話可能であったとしたときに主張できるこ
とは、生後かなり早い段階で、子どもはすでに周囲の大人の発話を知覚それを模倣というかたちで
産出できるということ、そのような形態で大人と音声を介して関わり言語を獲得していく能力的基
盤をすでに備えているということである。ただし、この場合の模倣反応は普通の環境で頻繁に出現
するものではなく、あくまで、大人の方の働きかけにより引き出されるかたちで出現してくる。し
かし、このようなかたちでも、出現が可能だと=いうことを示せたな=ら、それIは、後の言語獲得に至
る基本的な能力が非常に早くから備わっていることの証拠といえよう。
　一人の被験児のデータを紹介するが、実験は以下のような手法で行われた。
方法：
被験児　　　健常男児１名。発育面では問題はないが、母親や周囲の家族との関わりに少し問題が
あった。出生後より母親の本児に対する関心が低く、母親から子どもに話しかけるというようなこ
とが非常に少なかった。その結果、実験開始前の状態として、話しかけても関心を払わず、視線も
あわないということがほとんどであった。実験を開始して、働きかけをひんぱんに行うようになっ
てから著しい改善が母子ともにみられたが、一般的なレベルからすれば、この時期のこどもにして
はアイ・コンタクトがやや弱いといえるだろう。
実験場所　　　被験児の自宅
装置　　　ＤＡＴテープレコーダーおよび８ｍｍビデオカメラにより音声を収録した。収録した音
声は、収録後のテープの中から、模倣が出現していると判断した箇所を切りとり、音声分析ソフト
MacSPeecb　Lab　ＩＴを用いて分析した。
手続き　　　母親に被験児と遊びながらリラックスした雰囲気をつくってもらった。用意ができた
乳児の発声に見ることばの始まり
ら実験を開始し、乳児に向かって特定め語を繰り返してもらった。
　そのさい、
１　実験開始以前にその語が出現していないこと
２　乳児が母親の顔を見でおり、母親の顔の動きに注目していること　　　　　十
以上を確認した。
　語の繰り返しは次のいずれかの反応が生ずるまで繰り返された。
１　何らかの発声あるいは発話による反応が生じる
２　泣き出すとか、ぐずる、あるいは顔をぞむ=ける等、こどもが嫌がるそぶりをみせる
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　実験は、午前か午後早く、被験児の調子がよい時をみはからって行った。普通は、眠りから覚め
て授乳を受けた後の機嫌の良いときで、１５分から３０分位であった。生後８週目から実験を開始
し、８週から１０週の間はほぼ毎日、１１週目はほぼ隔日のペースであった。
結果:
　2 0 khｚでサンプルした音声データをスペクトログラム化して表示した。例をいくつか図に示す。
本被験児の場合、模倣を引き出すために使用七た言葉は、図１に示した５語のみである。（　）内
に母と書いてあるものは母親の発話の分析であり他の（子）は全七被験児の発話の分析であるレ図
２は「りんご」と「おかあさん」の発話を別の種類のスペクトログラム表示してみたものである。
大人１、大人２というのは、母親以外の成人女性２人の発話サンプルである。　こうすると、特に
「りんご」では、類似性がより明らかになる。
考察：
　各音の特徴が比較的はっきりしているものもあるが（りんご、アックーン）、それほど明瞭でな
いものもある。ただ七、これらは、いずれも、母親が同じ音あるいは語=の繰り返した後に出てきて
いる。したがって、状況のコンテクストを考慮jに入れれば、おとなのことばを模倣しようとしてい
ることが主張できる。　　　　　　　　　　　　　＼
　本被験児では、最初に述べたように、母親とのアイ・コンタクトが弱くごのことが明瞭=な発話を
出現させなかった原因のひとつではないかと推察されるが、何れに七ろ被験児数が少ないため、今
後より多くの被験児からのデータの分析が必要である。
Fig 3 に、他の研究者より提供された３ヶ月見の発話例をあげる。　この菊合は√研究者が、別の
研究を行いながらたまたま録音装置を稼働させたままにしておいたら、偶然母親の呼びかけに対す
る模倣反応をとらえることに成功したものである。母親が、「あゆちゃんJJと、こどもの名前を呼
んだのに対し、しばらく七て耳では明瞭に「あゆちゃん」と聞き取れる音を発声した。非常にきれ
いなデータとなっており、模倣反応の存在を明瞭に示している。　　　　　＼
　現在、他の被験児のデータ収集と分析を続けており、引き続き、次の点に関する分析を行う予定
である。
１　母親が模倣させようどして話しかけているとき、特にそのようなことを意図せず話しかけてい
るとき、また、周囲の誰も話しかけていないとき、これら３つの場合での被験児の発話反応に質的
あるいは量的な違いがみられるか。すなわち、母親が模倣させようとしている意図が、被験児にな
んらかのかたちで伝わっているか。
２　母親の顔を注視していると母親が判断しているときと、注視していないと判断しているときと
で、発話反応に質的量的な違いがみられるか。
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なお、実験を進めていくなかで、今後解決すべき問題点として浮かび上がってきたのは以下の事柄
である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
１　模倣の出現に関する明確な基準の作成　　　　　　　　　　　　‥
２　個人差の問題　　　　　　　　　　　　　二　　　　　　尚　　　　　　ニ　　　ニ
この点に関しては、当初考えていた以上に個人差が大きいことが分かりつつあり、これをどう考え
るか、今後検討していきたい．　　　上　　＼　　ト　　＼　　　づ　　犬　　　…　………
３　出現時期が、舌出し反応のいわゆるco-actionの出現時期とかさなっているが、それとの関連
や意味についての検討○　　　　　、　　･．　　　　･．　　．･Ｉ･．　　　Ｉ　　　　　・　　　　．　　　．･．･．・　　．　・
以上である．
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おかあぎん：大人１
おかあさん：大人２
子おかあさんl:
Fig 2－2
乳児の発声に見ることばの始まり（塩坪）
Fig 3
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